の ものと も 見えぬ 香 しからぬ こと を 言つ て、 満悦 だ つ 

くさむら 

た。 垣根 際の 叢 に、 腰の 下 を 露に 濡らして しまう こ 

とな ど、 気に かけた こと もない たちだった。 

ム. 不 タタ やすすけ 

そのころ、 左 京 太夫 致 忠の四 男に、 藤 原の 保輔 とい 

お い うひょうえ のじよう トキ アキラ 

う 横 ざまな 男が あった。 甥に あたる 右兵衛 尉 斉 明と 

いう 若者 を 語ら つ て、 徒党 を あつめ、 盗賊の 首領と な つ 

た。 伊勢の 国 鈴 鹿の 山 や 近 江の 高 島に 本拠 を 構えて、 

あまたの 国々 におし わた リ、 また 都に も 押し寄せて、 

人 を 殺め、 美女 を さらい、 家 を 焼き、 財宝 をう ばった。 

はかまだ 

即ち 今に 悪名高い 袴 垂れの 保輔 であ つ た。 

袴 垂れの 徒党 は、 討伐の 軍勢 を 蹴散ら かす ほど 強力 



であった ばかりでなく、 狼藉の 手口 は 残忍 を 極め、 

微塵 も雅風 なく、 また 感傷の あと もなかった。 隊を分 

けて 横行した ので、 都 は 一夜に その 東西に 火災 を 起し、 

また 南北の 路上に は、 貴賤 富貴、 老幼 男女の 選り好み 

なく 斬リ 伏せられて いるので あった。 その さま は、 魔 

風の 走る にもみ え、 人々 は 怖れ 戦いて、 夕闇の せまる 

時刻に なると、 都 大路 もす でに 通行の 人影な く、 ただ 

こ-つ. IP り 

あまたの 蝙蝠が たそがれの 澱み を わけて 飛び交う ばか 

リ であった。 

恋の ほかに は 余分の 思案と いう もの もない 平安京の 

多感な 郎 子であった けれども、 佳人の もとへ 通う 夜道 



の 危な さに は、 粋 一念の 心掛け も、 見栄の 魔力 も、 及 

ばなかった。 

往昔、 花の 巴 里に も、 そのような 時が あつたそう な。 

十七 世紀の こと だから、 この 物語に 比べれば、 そう 遠 

ふうび 

くもない 昔で ある。 スキュ デリと いう 才色 一代 を 風靡 

した 佳人が あった。 粋 一念の 恋人た ち も、 ちかごろの 

物騒 さで は、 各の 佳人の もとへ よう 通うまい という 王 

様の 冗談に 答えて、 賊を 怖れる 恋人に 恋人の 資格 は) J 

ざい ませぬ という 意味 を、 一 一行の 詩で 返した という 名 

高い 話が あるそう な。 

むかで 

紫の 大納言 は、 ニ寸の 百足に 飛び退い たが、 見た こ 



ともない 幽霊 はとん と 怖れぬ 人だった から、 まだ 出会 

わない 盗賊に は、 怯える 心が すくなかった。 それゆえ、 

多感な 郎子 たちが、 心に も あらず、 恋人の 役 を 怠りが 

ちであった ころ、 この 人ば かり は、 とんと 夜道の 寂寞 

を！^ り もせず、 一夜の 幸 を あれこれと 想い 描いて 歩 

く ほかに は、 つい ぞ 余念に 悩む ことがない のであった。 

一夜、 それ は 夏の 夜の ことだった。 深 草から 醍醐へ 

みち 

通う 谷 あいの 径を 歩いて いると、 にわかに 鳴 神が とど 

ろき はじめた。 よもの 山々 は 稲妻の ひかりに 照リ はえ、 

白昼の ごとく 現れて 又搔き 消えた が、 その 稲妻の ひら 

めいた とき、 径 のかた えの 叢に、 あたかも 稲妻に 応え 



天女 は 立 つ た。 大納言 を 見下して、 涙に、 怒りが 凍つ 

ていた。 

お つ しゃ 

「償いに 命 を 断つ と 仰 有るならば、 なぜ、 命 をす てて 

小 笛 を まもって 下さい ませぬ。 心に もない 涙 ほど 愚か 

な もの はあり ませぬ」 天女 は、 むせび、 泣いた。 「いい 

え。 小 笛 は、 盗まれた ので はあり ませぬ。 あなたが お 

捨て あそばし たのです。 卑劣な 言い訳 を 仰 有い ますな _ 

笛 を 返して 下さい ませ。 いま、 すぐ、 返して、 下さい 

ませ。 月の 姫が、 何物に もまして、 御 寵愛の 小 笛です」 

「これ は 又、 悲しい お 言葉 をき くもので す」 と、 大納 

言 は S み を こめて 天女 をみ た。 「あなたの 嘆き を 見る 



ことが、 天地の 死滅 を 見る よりも 悲しい 私で ございま 

せんか。 もしも、 たしかに 捨てた 笛なら、 言い訳 は 致 

しますまい。 いかにも、 私 は、 捨てたい 心 はあり まし 

た。 あの 笛が 姿を消して、 そのために、 あなたが 地上 

の 人と なって 下さるならば、 笛 をく だいて、 焼きす て 

たいと 思いました。 賀茂 川の 瀬へ 投げす てたい とも 思 

いました。 千 尺の 穴の 底へ うずめたい とも 思いました _ 

この 一日、 思いく らして いたのです。 けれども、 それ 

は、 でき ませぬ。 あなたの 嘆き を 見る ことが、 地獄の 

責苦を 見る にもまして、 せつなかった からでした。 私 

の 涙に、 つゆ 偽 はあり ませぬ。 天よ。 照覧 あれ。 私の 



たが、 すでに、 大納言 は 意識がなかった。 

もはや 動かぬ 大納言の ありさま をみ て、 盗人た ち は、 

はじめて 打つ ことに 飽き だしていた。 ひとり、 ふたり、 

彼等 は 自然に 搰拙 をな げた。 そうして、 いちばん 最後 

まで 搰拙 をす てずに いた ひとりが、 搰 拙の 先に 火 をつ 

けて、 大納言の あらわな 股に さしつけた。 大納言 は必 

死に 逃げて いるので あろうが、 びくびくと、 ようやく 

芋虫のう) J めきに すぎな いとこ ろの 反応 をみ ると、 盗 

人た ち は 声 を そろえて、 笑い どよめき、 大納言 を 木立 

の 蔭へ 蹴 ころがした。 思いがけなく 現れた 当座の 酒興 

にたん のうして、 物言う こと も 重たげ に、 盗人た ち は 



てきた が、 谷 音 は、 右に もき こえ、 左に もき こえ、 う 

しろに もき こえて、 さだかではなかった。 風の いたず 

ら でなければ、 耳 鳴に すぎない のか も 知れなかった。 

あらゆる ， j とが 絶望 だと 彼 は 思 つ た。 

大納言 は、 木の 根に 鎚 つて 這い 起きた が、 歩く 力 は 

まったくなかった。 彼 は 木の 根に 腰 を 下して、 ての ひ 

らに 顔を掩 うた。 死ぬ こと は、 悲しくなかった。 短い 

一生で はあった。 酔生夢死。 ただ それだけ のこと だつ 

た。 然し、 そのこと に、 悔いはなかった。 ただ、 あの 

笛 を あのひとに 返さぬ うち は、 この 悲しみの 尽きる と 

きがない 害だった。 彼 は 泣いた。 ただ、 さめざめと。 



うすめる ことができずに。 あなた は、 いま、 どこに、 

どのよう にして、 いられます か。 もはや、 お目覚めの 

ことで しょうね。 このうす ぎたない 地上で も、 あなた 

の 目覚めに、 なお、 いくらか は 優しい 慰め を 与えた も 

のがあった でしよう か。 もう、 郭公 も、 ほととぎす も、 

鳴く 季節ではありません。 せめて、 うらら かな 天日が、 

夜の 嘆き を、 いくらか 晴らし はしませんでした か。 ま 

、p わ 

た、 一 夜の ねむりが、 悲し さ を、 いくらか 和らげ はし 

ませんで した か。 ああ、 どうして いいの か、 私 は、 も 

はや、 わからない …… 

大納言 は、 てのひらに 水 をす くい、 がつがつと、 そ 
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